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１３．住所・市区町村コード変更確認リストの確認と市区町村コードの取込方法 

 
 

１）住所・市区町村コード変更確認リストの表示項目と修正方法 
 

（１）住所・市区町村コード変更確認リスト取得 
取得方法の詳細は「Ⅱ．2．4）（1）チェックリスト」を参照してください。 

 

（２）住所・市区町村コード変更確認リスト説明 
 

住所・市区町村コード変更確認リストイメージ 

 

 
≪本帳票について≫ 

年末調整前にお客様にて「漢字住所」と「市区町村コード（現在）」の登録状況を確認いただけるよう、 

住所変更者を抽出し、本帳票に出力します。 

 

≪項目説明≫ 

① 項目名 

1 行目は該当項目名称です。 

② 外部取込用ヘッダ 

2 行目は外部取込の際に使用するヘッダです。 

③ 項目値 

3 行目からは 1 行目の項目名に対応する値になります。 

 

≪帳票出力条件≫ 

帳票出力時に画面から指定した年の翌年１月１日時点で住所情報に登録されている「郵便番号」に紐づく

「市区町村コード」と、最新計算処理結果（仮処理含む）の給与基本情報の「市区町村コード（現在）」

を比較し、異なっている方のリストを出力します。 

また、最新計算処理結果（仮処理含む）の給与基本情報の「市区町村コード（現在）」が未登録の場合も

リストに表示されます。 

 

 
  

帳票出力条件について 
 本帳票の出力条件は最新計算処理結果（仮処理含む）と給与基本情報を比較しているため、仮処理

または本処理が実施されていない場合、最新の結果が帳票に表示されないため、仮処理または本処理

を実施した後に帳票を出力するようにお願いします。 
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（３）住所・市区町村コード変更確認リスト項目修正 
住所・市区町村コード変更確認リストイメージ 

 
 

≪修正手順≫ 

１． ②に値が入っている項目の社員の情報を確認し、①と②の市区町村コードの値を比較し、どちら

の値で登録すべきかを確認します。 

 

 
 

２． 社員情報に登録する市区町村コードを①に記載します。 

 

取込を実施する際は「市区町村コード_現在（予測値 1）」の値が「市区町村コード」として登録されます。 

 

※非居住者など給与支払報告書の eLTAX データを作成しない場合には、「市区町村コード_現在（予測値

1）」に「999999」と登録してください（P119 ⑧市区町村（現在） 参照）。 

 

 
 

 
 

２）外部取込に対する設定 

下記の設定項目の値を登録してください。 

設定方法の詳細は「Ⅱ．8．2）（3）取込ファイル設定登録」を参照してください。 

 

≪設定項目≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 取込ファイル定義 ID PAY001_給与基本情報 

2 取込方法 更新追加 

3 ファイル形式 Excel ファイル 

4 ヘッダ ヘッダ 有 

5 読込開始位置 2 行目 

 

３）住所・市区町村コード変更確認リスト取り込み手順 

「Ⅱ．12．2）外部取込に対する設定」にて登録した値を使用して取込を実施してください。 

詳細は「Ⅱ．8．3）ファイル取込指示」を参照してください。 

※住所・市区町村コード変更確認リストの取込では、市区町村コード(現在)の値のみ更新されま

す。 

 氏名等の他の情報は更新されません。 

 

  

政令指定都市ついて 

 政令指定都市の場合、市内の特定の区で登録しても、給与支払報告書の eLTAX データ作成時に、一

律で「市」の市町村コードに更新されます。 

市区町村コードついて 

 複数町域に跨って同じ郵便番号が重複して割り当てられているケースがあり、郵便番号から予測さ

れる市区町村コードが複数存在する場合は、「市区町村コード_現在（予測値 1）」「市区町村コード_現

在（予測値 2）」として帳票に出力しており、どちらの値を設定するか選択が必要になります。 

更新対象者ついて 

 本帳票は最新結果人事に存在する社員が対象者のため、帳票には退職者も出力されます。 

 退職年月日等の値を確認し、更新対象者か判断をお願いします。 


